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1 はじめに

平成27年度 決算は、常任理事会の審議を経て、理事会（平成28年5月

12日）で議決 ・ 承認され、評議員会（平成28年5月26日）に報告いたしました。

明治19年に、児島惟謙の支援を得て、12人の創立 者によって関西初

の法律学校として誕生した関西大学は、今年創立130周年を迎えます。

現在で は、13の 学 部、15の研究科(3専門職大学院を含む。 ）および

留学生別科を擁する大学と、幼稚園から高等学校までの8つの併設校を

設置し、学生生徒等が約35,000人に及ぶ総合学園となりました。これ

までに巣立った校友は約44万人にのぼります。

平成27年度は、大学院ガバナンス研究科に博土課程後期課程を設置し、

さらには、連合教職大学院（大阪教育大学大学院連合教職実践研究科）に

参画するなど、新たな教育の実践に取り組みました。

また、今年11月に迎える創立130周年を大きな節目ととらえ、ハー ド面

では、①千里山キャンltAIこ新たなアク セス ・ エリアの創出、②イノベーション

創生センターの建設、③梅田キャンパスの開設、ソフト面では④なにわ大阪

研究センターの設立、⑤グロー バルフロンティアプログラム(KUGF)の開発

による次世代グローバルリーダーの育成事業、⑥「学縁」給付奨学金制度の

構築など、教育研究環境の さらなる充実に向け、さまざまな記念事業を

実施します。 さらに、「豊臣期大坂図屏風」コンサートやシンポジウムなど、

多彩な行事も開催いたします。

併行して、創立150周年に向けた次期長期ビジョンの原案策定や、今年

10月に発足する第18期理事会に向けたガバナンス体制の検討整備など、

将来に向けた取り組みを行いました。

今後も、教育研究活動を支える財政の長期安定化を目指し、さらなる

努力を重ねてまいリますので、皆さま方のご理解とご支援を賜りますようお

願い申し上げます。

2 事業の概要

平成27年度に実施した事業のうち主なものは、次のとおりです。

(1)教育研究活動

ア 「関西大学国際化戦略2014-2023 TRIPLE I構想」の策

定推進

平成26年度に策定した「関西大学国際化戦略2014-2023

TRIPLE I構想Jに基づき、グロー バル人材育成のための諸施策を

実行するため、学長をリーダーとする「国際化戦略実行委員会」の

もとで、英語教育の改革部会などの 6つの専門部会を中心に、
コイル クリル

国際化事業を実施しました。英語教育については、COIL*1,CLIL *2

，

 

といった英語教育手法を中心に、本学教育職員の英語による 授業

展開のためのFDやワ ークショップを実施しました。また、学生およ

び研究者の活発な国際交流を推進するため、海外大学との協定

締結方針及び関連規程の改正を行い、部局閻協定を含めた協定

校数の 大幅な拡充を固りました。 さらに、本学の 海外拠点（台

湾 ・ タイ）を活用したサテライト授業実現に向けた準備お焦めました。
*1 COIL(Collaborative Online International Learning): ICTを用いて、バー

チャルに海外の教育機関と交流学習を行う活動
*2 CLIL (Content and Language lnteg「ated Learning) : W門教科を英語

で学び教科知識、語学力、思考力、協同学習する力を統合して育成す る
教授法

イ マルチリンガルイマージョン学習スペースの開設

「マルチリ ンガル イマー ジョン 学習スペ ー ス （適称：
エムアイ ル ー ム

Mi-Room)」を、平成27年6月、総合研究室棟1階にオ ープ ンし

ました。コミュニケ ーションは英語を基本とし、イベント ・ プログ

ラムや教員による語学力向上指導等を通じて、学生が主体的に

異文化交流•国際体験をすることにより、留学レディネスを高め、

自立した留学を実現することを目的としています。

【マルチリンガルイマージョン学習スペース】

ウ 「グロ ーバル奨学金・援助金」制度の創設（創立130周年記

念事業）

本制度は、；欠世代グローバル人材の育成を目指し、各学部・研究科

および国際部が実施する国際化プログラム等に参加する本学学生

や海外からの優秀な留学生に対し、奨学金および援助金として経

済的支援を行うことを目的に創設されました。

初年度となる平成27年度秋学期（第1期）は、本学学生248人

に対して奨学金 ・ 援助金を支給しました。車業最終年度の平成29

年度までに、本制度を利用した海外留学や留学生受入が活性化し、

学生の国際A基礎力の養成を促進することが期待されます。
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